
２０２２年１２月１週号 （第3種郵便物認可）３ ２０２２年（令和４年）１２月１日収入保険

ネ
ッ
ト
申
請
が
可
能

付
加
保
険
料
を
割
引

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
い
の
で
す
が
、
保
険
料
等

の
負
担
が
心
配
で
す
。

　
保
険
料
に
は
50
％
、
積
立
金
に
は
75
％
の
国
庫
補

助
が
あ
る
ほ
か
、
最
大
９
回
の
分
割
払
い
が
可
能
で

す
。
12
月
の
初
回
の
支
払
い
を
済
ま
せ
れ
ば
、
残
金
は
翌
年

８
月
末
ま
で
の
間
で
分
割
払
い
の
時
期
や
回
数
、
金
額
を
自

由
に
設
定
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
売
り
上
げ
が
手
に
入
る
月

ま
で
繰
り
延
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
加
入
申
請
や
自
動
継
続
特

約
を
付
け
る
と
付
加
保
険
料
（
事
務
費
）
が
割
引
さ
れ
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
等
を
補
助
す
る
地
方
公

共
団
体
が
増
え
て
お
り
、
９
月
末
時
点
で
12
都
県
と
３
７
８

市
町
村
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ＡＱ

　
米
と
麦
、
大
豆
を
栽
培
し
、
今
は
農
業
共
済
と
収

入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
収
入
保
険
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

他
の
農
業
者
の
選
択
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
22
年
産
の
ナ
ラ
シ
対
策
の
加
入
者
数
は
５
万
９
８

１
５
経
営
体
で
す
。
一
方
、
収
入
保
険
の
開
始
以

降
、
ナ
ラ
シ
対
策
か
ら
収
入
保
険
へ
の
移
行
者
数
は
増
え
て

お
り
、
９
月
末
時
点
で
累
計
２
万
２
２
６
８
経
営
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
（
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
）
が

実
施
し
た
22
年
の
収
入
保
険
加
入
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
他
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
対
策
か
ら
の
移
行
理
由

と
し
て
「
収
量
減
少
や
価
格
低
下
だ
け
で
は
な
く
全
て
の
リ

ス
ク
に
備
え
ら
れ
る
」
が
56
・
２
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
以
前
の
制
度
に
比
べ
補
償
が
手
厚
い
」
22
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ａ ナ
ラ
シ
と
の
比
較

全
て
の
リ
ス
ク
に
対
応

Ｑ

　
損
害
が
発
生
し
た
際
に
、
つ
な
ぎ
融
資
を
利
用
で

き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
手
続
き
や
利
用
実
績
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
金
等
の
支
払
い
は
確
定
申
告
後
に
行
わ
れ
ま

す
が
、
保
険
期
間
中
に
大
き
な
損
害
が
発
生
し
、
資

金
が
必
要
な
場
合
は
、
事
実
上
の
保
険
金
等
の
前
払
い
と
な

る
無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
21
年
の
収

入
保
険
で
は
、
３
８
６
７
経
営
体
に
１
５
１
億
９
９
０
０
万

円
を
支
払
い
ま
し
た
。

　
つ
な
ぎ
融
資
を
希
望
す
る
場
合
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
事
故
発
生
通
知
と
と
も
に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

上
限
額
は
営
農
計
画
書
か
ら
算
定
し
た
収
入
見
込
額
と
、
事

故
後
の
収
入
見
込
額
を
基
に
決
定
し
ま
す
。
申
し
出
か
ら
お

お
む
ね
１
カ
月
後
に
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
取
れ
ま
す
。

Ａ つ
な
ぎ
融
資無利

子
で
利
用
可
能

Ｑ

　
園
芸
施
設
共
済
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
。
以
前
、
暖
房
機
が
漏
電

で
燃
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ハ
ウ
ス
本
体
だ
け
で
な
く

附ふ

帯た
い

施
設
に
も
加
入
し
て
い
た
の

で
、
共
済
金
が
出
て
助
か
り
ま
し

た
。

　
富
士
宮
市
は
富
士
山
の
お
か
げ

で
台
風
の
直
撃
は
受
け
に
く
い
場

所
で
す
。
ま
た
、
富
士
山
の
裾
野

で
傾
斜
が
あ
り
、
水
が
た
ま
り
に

く
く
水
害
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
最
近
は
台
風
が
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

し
、
線
状
降
水
帯
な
ど
も
心
配
で

す
。
う
ち
は
ハ
ウ
ス
が
老
朽
化
し

て
き
て
い
る
の
で
、
特
に
風
の
被

出
題
：
今
井
洋
輔

27

　
イ
チ
ゴ
35
㌃
を
中
心
に
落
花
生

20
㌃
、
水
稲
50
㌃
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
イ
チ
ゴ
の
品
種
は
静
岡
県

オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
き
ら
ぴ
香
」で
、

全
量
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
夏
場
の
高
温
と
10
月

の
低
温
の
影
響
も
あ
っ
て
生
育
が

遅
れ
、
本
格
的
な
収
穫
は
例
年
よ

り
２
週
間
程
度
遅
い
12
月
10
日
ご

ろ
か
ら
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
は
、
２
０
１
９
年

の
制
度
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
加
入

し
ま
し
た
。
設
備
投
資
を
す
る
に

は
、
収
入
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。そ
の
た
め
以
前
か
ら
、

こ
う
い
っ
た
保
険
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
加
入
２
年
目
、
３
年
目
に
イ
チ

ゴ
に
炭た

ん

疽そ

病
が
発
生
し
て
収
量
が

減
少
。
収
入
が
落
ち
込
み
、
保
険

金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
イ
チ
ゴ
の
単
価
が
下
が
っ
た

害
が
怖
い
で
す
ね
。

　
や
は
り
、
保
険
に
よ
る
備
え
は

必
要
と
思
い
ま
す
。
周
囲
の
農
家

に
も
収
入
保
険
の
特
徴
と
自
分
の

経
験
を
説
明
し
て
、
加
入
を
勧
め

て
い
ま
す
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
担

当
職
員
に
は
推
進
の
際
に
私
の
例

を
出
し
て
い
い
で
す
よ
と
伝
え
て

あ
り
ま
す
。

　
一
昨
年
、
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
に

環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。
室
温
調
整
や
灌か

ん

水す
い

、
炭
酸

ガ
ス
施
用
な
ど
が
自
動
化
さ
れ
、

省
力
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
環

境
制
御
を
入
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
１
０
０
％
良
い
も
の
が
取
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は

り
、
農
家
の
見
る
目
が
大
切
で

す
。
今
後
は
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
基
に
改
善
を
重
ね
、
品
質
を
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
富
士
宮
市
、
44
歳
）

病
害
、単
価
下
落
、け
が
や
病
気
・・・・・・

も
し
も
の
と
き
も
補
償
で
安
心

環
境
制
御
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
荻
さ
ん

影
響
も
あ
り
、
収
入

保
険
に
加
入
し
て
い

て
良
か
っ
た
と
実
感

し
ま
し
た
。

　
け
が
や
病
気
で
作

業
で
き
な
い
場
合
の

収
入
減
少
が
補
償
さ

れ
る
の
も
利
点
で
す

ね
。
売
り
上
げ
が
落
ち
て
も
資
材

の
支
払
い
な
ど
の
経
費
は
変
わ
り

ま
せ
ん
し
、
パ
ー
ト
さ
ん
の
給
料

も
必
要
で
す
。
万
一
の
場
合
で
も

一
定
の
金
額
が
補
償
さ
れ
る
の
で

安
心
で
き
ま
す
。

荻 真教さん 静岡県イチゴ

　★問題★　六つのうち五つのピースを入れてクロスワ
ードを復元してください。使われている言葉は一般的な
名詞だけです。使われずに余るピースはどれ？

　★応募方法★　はがきに答えを書
いて応募してください。郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業（水稲、酪
農など。または学年）をかい書で書
いてください。紙面へのご意見もお
願いします。ご意見・ご感想は個人
情報を除き、全国農業共済協会ホー
ムページや刊行物に転載させていた
だく場合があります。
　〈しめきり・発表〉2023年１月５
日㈭必着。正解者の中から抽選で20
人に記念品を差し上げます。当選者
は１月３週号で発表します。
　〈あて先〉〒102 ―8411　東京都
千代田区一番町19番地　農業共済新
聞12月１週号クイズ係

収
入
保
険
の
ペ
ー
ジ

11月１週号の答えと当選者は５面に掲載

　
【
北
海
道
支
局
】
浦
臼
町
の

晩お
そ

生き

内な
い

航
空
防
除
組
合
（
砂
田

修
代
表
、
42
歳
）
は
、
高
コ
ス

ト
の
航
空
防
除
用
の
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
導
入
し
、
水
稲
、

小
麦
、
大
豆
な
ど
延
べ
９
０
０

㌶
ほ
ど
の
防
除
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
２
０
２
０
年
に
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
高
性
能
防
除
機

の
貸
付
制
度
を
利
用
し
て
防
除

機
を
更
新
し
た
。

　
水
稲
を
31
㌶
作
付
け
る
砂
田

さ
ん
は
「
近
年
で
は
小
型
無
人

機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
使
っ
た
防

除
方
法
も
あ
る
が
、
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
は
薬
剤
の
積
載
量
や

散
布
量
で
勝
る
。
既
に
発
生
し

ト イ

ジ

A B C

セ ゼ ン ト

ミ キ ン ク ギ

D E F

ナ カ ネ ン プ レ

イ ク シ ロ メ

ように甚大な
被害が発生
し、農業経営
リスクへの懸
念が増大する
と、加入者や
興味を持たれ

る方は年々増えてきました。
　また、実際に保険金の支払い
や、つなぎ融資が行われると、多
くの加入者から感謝の声をいただ
きました。その話を農家同士で共
有することで収入保険への信頼が
高まっていったことも加入者増加
の大きな要因となりました。
　自然災害の増加やコロナ禍で、
収入保険の重要性は以前にも増し
て高まっていると思います。不測
の事態に備えて、安心して農業を
続けられるよう、今後も収入保険
の加入拡大に向け、全力で取り組
んでいきたいと思います。
　（ＮＯＳＡＩ福島　県北支所　
福島出張所）

　収入保険制度が開始された年か
ら収入保険担当として業務に携わ
っています。農業共済制度とは全
く別のこの制度が、知名度を上
げ、社会に徐々に受け入れられて
いく様子を見てきました。
　発足当初は加入を希望する方も
多くはなく「保険料が高い」「実
際減収した際に本当にこんなに支
払いになるのか」といった声も多
数いただきました。また、質問に
即答できないことも多く、職員研
修会を行うなど勉強しながらの推
進でした。
　職員の地道な努力はもちろんで
すが、モモせん孔細菌病やナシ黒
星病などのまん延、凍霜害や降ひ
ょう、新型コロナウイルス感染症
拡大による収入減少など、毎年の

富樫 美幸
職員日誌から

自
然
災
害
と
コ
ロ
ナ
で
増
す
重
要
性

選ばれる理由は収入保険
Ｑ＆Ａ

た
病
虫
害
を
食
い
止
め
る
よ
う

な
使
い
方
や
、
広
大
な
農
地
の

防
除
で
は
そ
の
優
位
性
が
大
き

い
」
と
話
す
。

　
防
除
組
合
に
所
属
す
る
と
個

人
で
作
物
ご
と
に
高
額
な
防
除

機
を
導
入
す
る
必
要
が
な
く
な

る
。
他
に
も
長
年
の
防
除
実
績

か
ら
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
提
供

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
防
除
組

合
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　
同
町
で
水
稲
24
㌶
、
畑
作
物

な
ど
８
㌶
を
作
付
け
る
前
代
表

の
古
橋
優
一
さ
ん（
59
）は
「
共

済
組
合
の
防
除
機
貸
し
付
け

は
、
リ
ー
ス
形
式
で
毎
年
貸
付

料
を
支
払
い
な
が
ら
防
除
を
行

う
こ
と
に
な
る
が
、
貸
付
料
の

払
い
込
み
が
満
了
す
れ
ば
所
有

権
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ

ー
カ
ー
か
ら
直
接
購
入
す
る
の

に
比
べ
て
、
金
利
の
面
な
ど
負

担
が
少
な
い
の
で
大
変
助
か
っ

て
い
る
」
と
話
す
。

無
人
ヘ
リ
導
入

北
海
道
の
防
除
組
合

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
　

貸
付
制
度
を
活
用

　
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
迷
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

ど
れ
く
ら
い
の
農
業
者
が
加
入
し
て
い
ま
す
か
。
保

険
金
等
の
支
払
い
実
績
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
22
年
の
収
入
保
険
加
入
経
営
体
数
は
、
９
月
末
時

点
で
７
万
８
４
２
０
経
営
体
と
な
っ
て
い
ま
す
（
個

人
７
万
５
１
９
経
営
体
、
法
人
７
９
０
１
経
営
体
）
。
こ
れ

は
、
加
入
要
件
で
あ
る
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
経
営

体
の
22
・
２
％
に
当
た
り
ま
す
。

　
保
険
金
等
の
支
払
状
況
は
、
19
年
の
収
入
保
険
は
６
８
７

９
経
営
体
（
加
入
者
の
30
・
２
％
）
に
１
６
８
億
５
５
０
０

万
円
、
20
年
は
１
万
３
６
１
６
経
営
体
（
37
・
７
％
）
に
３

５
０
億
２
９
０
０
万
円
、
21
年
は
２
万
９
９
４
９
経
営
体

（
50
・
７
％
）に
６
８
７
億
３
０
０
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

Ａ 21
年
の
保
険
金
等
支
払
い

２
万
9949
経
営
体
に
687
億
円

Ｑ

　
収
入
保
険
は
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
の
ほ
か
農
業

者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
応
し
て

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
仕
組
み
だ
。
個
人
経
営
体
や
事
業
年
度
が

１
月
開
始
の
法
人
経
営
体
は
、
２
０
２
３
年
の
収
入
保
険
の
加
入
申

請
期
限
が
12
月
末
に
迫
っ
て
い
る
。
加
入
を
検
討
す
る
農
業
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
制
度
に
関
す
る
質
問
と
回
答
を
紹
介
す
る
。

２０２２年１２月１週号 （第3種郵便物認可）３ ２０２２年（令和４年）１２月１日収入保険

ネ
ッ
ト
申
請
が
可
能

付
加
保
険
料
を
割
引

　
収
入
保
険
に
加
入
し
た
い
の
で
す
が
、
保
険
料
等

の
負
担
が
心
配
で
す
。

　
保
険
料
に
は
50
％
、
積
立
金
に
は
75
％
の
国
庫
補

助
が
あ
る
ほ
か
、
最
大
９
回
の
分
割
払
い
が
可
能
で

す
。
12
月
の
初
回
の
支
払
い
を
済
ま
せ
れ
ば
、
残
金
は
翌
年

８
月
末
ま
で
の
間
で
分
割
払
い
の
時
期
や
回
数
、
金
額
を
自

由
に
設
定
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
売
り
上
げ
が
手
に
入
る
月

ま
で
繰
り
延
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
加
入
申
請
や
自
動
継
続
特

約
を
付
け
る
と
付
加
保
険
料
（
事
務
費
）
が
割
引
さ
れ
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
等
を
補
助
す
る
地
方
公

共
団
体
が
増
え
て
お
り
、
９
月
末
時
点
で
12
都
県
と
３
７
８

市
町
村
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ＡＱ

　
米
と
麦
、
大
豆
を
栽
培
し
、
今
は
農
業
共
済
と
収

入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
収
入
保
険
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

他
の
農
業
者
の
選
択
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
22
年
産
の
ナ
ラ
シ
対
策
の
加
入
者
数
は
５
万
９
８

１
５
経
営
体
で
す
。
一
方
、
収
入
保
険
の
開
始
以

降
、
ナ
ラ
シ
対
策
か
ら
収
入
保
険
へ
の
移
行
者
数
は
増
え
て

お
り
、
９
月
末
時
点
で
累
計
２
万
２
２
６
８
経
営
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
（
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
）
が

実
施
し
た
22
年
の
収
入
保
険
加
入
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
他
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
対
策
か
ら
の
移
行
理
由

と
し
て
「
収
量
減
少
や
価
格
低
下
だ
け
で
は
な
く
全
て
の
リ

ス
ク
に
備
え
ら
れ
る
」
が
56
・
２
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
以
前
の
制
度
に
比
べ
補
償
が
手
厚
い
」
22
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ａ ナ
ラ
シ
と
の
比
較

全
て
の
リ
ス
ク
に
対
応

Ｑ

　
損
害
が
発
生
し
た
際
に
、
つ
な
ぎ
融
資
を
利
用
で

き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
手
続
き
や
利
用
実
績
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
金
等
の
支
払
い
は
確
定
申
告
後
に
行
わ
れ
ま

す
が
、
保
険
期
間
中
に
大
き
な
損
害
が
発
生
し
、
資

金
が
必
要
な
場
合
は
、
事
実
上
の
保
険
金
等
の
前
払
い
と
な

る
無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
21
年
の
収

入
保
険
で
は
、
３
８
６
７
経
営
体
に
１
５
１
億
９
９
０
０
万

円
を
支
払
い
ま
し
た
。

　
つ
な
ぎ
融
資
を
希
望
す
る
場
合
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
事
故
発
生
通
知
と
と
も
に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

上
限
額
は
営
農
計
画
書
か
ら
算
定
し
た
収
入
見
込
額
と
、
事

故
後
の
収
入
見
込
額
を
基
に
決
定
し
ま
す
。
申
し
出
か
ら
お

お
む
ね
１
カ
月
後
に
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
取
れ
ま
す
。

Ａ つ
な
ぎ
融
資無利

子
で
利
用
可
能

Ｑ

　
園
芸
施
設
共
済
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
。
以
前
、
暖
房
機
が
漏
電

で
燃
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ハ
ウ
ス
本
体
だ
け
で
な
く

附ふ

帯た
い

施
設
に
も
加
入
し
て
い
た
の

で
、
共
済
金
が
出
て
助
か
り
ま
し

た
。

　
富
士
宮
市
は
富
士
山
の
お
か
げ

で
台
風
の
直
撃
は
受
け
に
く
い
場

所
で
す
。
ま
た
、
富
士
山
の
裾
野

で
傾
斜
が
あ
り
、
水
が
た
ま
り
に

く
く
水
害
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
最
近
は
台
風
が
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

し
、
線
状
降
水
帯
な
ど
も
心
配
で

す
。
う
ち
は
ハ
ウ
ス
が
老
朽
化
し

て
き
て
い
る
の
で
、
特
に
風
の
被

出
題
：
今
井
洋
輔

27

　
イ
チ
ゴ
35
㌃
を
中
心
に
落
花
生

20
㌃
、
水
稲
50
㌃
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
イ
チ
ゴ
の
品
種
は
静
岡
県

オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
き
ら
ぴ
香
」で
、

全
量
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
夏
場
の
高
温
と
10
月

の
低
温
の
影
響
も
あ
っ
て
生
育
が

遅
れ
、
本
格
的
な
収
穫
は
例
年
よ

り
２
週
間
程
度
遅
い
12
月
10
日
ご

ろ
か
ら
に
な
る
と
み
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
は
、
２
０
１
９
年

の
制
度
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
加
入

し
ま
し
た
。
設
備
投
資
を
す
る
に

は
、
収
入
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。そ
の
た
め
以
前
か
ら
、

こ
う
い
っ
た
保
険
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
加
入
２
年
目
、
３
年
目
に
イ
チ

ゴ
に
炭た

ん

疽そ

病
が
発
生
し
て
収
量
が

減
少
。
収
入
が
落
ち
込
み
、
保
険

金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
イ
チ
ゴ
の
単
価
が
下
が
っ
た

害
が
怖
い
で
す
ね
。

　
や
は
り
、
保
険
に
よ
る
備
え
は

必
要
と
思
い
ま
す
。
周
囲
の
農
家

に
も
収
入
保
険
の
特
徴
と
自
分
の

経
験
を
説
明
し
て
、
加
入
を
勧
め

て
い
ま
す
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
担

当
職
員
に
は
推
進
の
際
に
私
の
例

を
出
し
て
い
い
で
す
よ
と
伝
え
て

あ
り
ま
す
。

　
一
昨
年
、
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
に

環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。
室
温
調
整
や
灌か

ん

水す
い

、
炭
酸

ガ
ス
施
用
な
ど
が
自
動
化
さ
れ
、

省
力
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
環

境
制
御
を
入
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
１
０
０
％
良
い
も
の
が
取
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は

り
、
農
家
の
見
る
目
が
大
切
で

す
。
今
後
は
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
基
に
改
善
を
重
ね
、
品
質
を
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
富
士
宮
市
、
44
歳
）

病
害
、単
価
下
落
、け
が
や
病
気
・・・・・・

も
し
も
の
と
き
も
補
償
で
安
心

環
境
制
御
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
荻
さ
ん

影
響
も
あ
り
、
収
入

保
険
に
加
入
し
て
い

て
良
か
っ
た
と
実
感

し
ま
し
た
。

　
け
が
や
病
気
で
作

業
で
き
な
い
場
合
の

収
入
減
少
が
補
償
さ

れ
る
の
も
利
点
で
す

ね
。
売
り
上
げ
が
落
ち
て
も
資
材

の
支
払
い
な
ど
の
経
費
は
変
わ
り

ま
せ
ん
し
、
パ
ー
ト
さ
ん
の
給
料

も
必
要
で
す
。
万
一
の
場
合
で
も

一
定
の
金
額
が
補
償
さ
れ
る
の
で

安
心
で
き
ま
す
。

荻 真教さん 静岡県イチゴ

　★問題★　六つのうち五つのピースを入れてクロスワ
ードを復元してください。使われている言葉は一般的な
名詞だけです。使われずに余るピースはどれ？

　★応募方法★　はがきに答えを書
いて応募してください。郵便番号、
住所、氏名、年齢、職業（水稲、酪
農など。または学年）をかい書で書
いてください。紙面へのご意見もお
願いします。ご意見・ご感想は個人
情報を除き、全国農業共済協会ホー
ムページや刊行物に転載させていた
だく場合があります。
　〈しめきり・発表〉2023年１月５
日㈭必着。正解者の中から抽選で20
人に記念品を差し上げます。当選者
は１月３週号で発表します。
　〈あて先〉〒102 ―8411　東京都
千代田区一番町19番地　農業共済新
聞12月１週号クイズ係

収
入
保
険
の
ペ
ー
ジ

11月１週号の答えと当選者は５面に掲載

　
【
北
海
道
支
局
】
浦
臼
町
の

晩お
そ

生き

内な
い

航
空
防
除
組
合
（
砂
田

修
代
表
、
42
歳
）
は
、
高
コ
ス

ト
の
航
空
防
除
用
の
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
導
入
し
、
水
稲
、

小
麦
、
大
豆
な
ど
延
べ
９
０
０

㌶
ほ
ど
の
防
除
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
２
０
２
０
年
に
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
高
性
能
防
除
機

の
貸
付
制
度
を
利
用
し
て
防
除

機
を
更
新
し
た
。

　
水
稲
を
31
㌶
作
付
け
る
砂
田

さ
ん
は
「
近
年
で
は
小
型
無
人

機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
使
っ
た
防

除
方
法
も
あ
る
が
、
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
は
薬
剤
の
積
載
量
や

散
布
量
で
勝
る
。
既
に
発
生
し

ト イ

ジ

A B C

セ ゼ ン ト

ミ キ ン ク ギ

D E F

ナ カ ネ ン プ レ

イ ク シ ロ メ

ように甚大な
被害が発生
し、農業経営
リスクへの懸
念が増大する
と、加入者や
興味を持たれ

る方は年々増えてきました。
　また、実際に保険金の支払い
や、つなぎ融資が行われると、多
くの加入者から感謝の声をいただ
きました。その話を農家同士で共
有することで収入保険への信頼が
高まっていったことも加入者増加
の大きな要因となりました。
　自然災害の増加やコロナ禍で、
収入保険の重要性は以前にも増し
て高まっていると思います。不測
の事態に備えて、安心して農業を
続けられるよう、今後も収入保険
の加入拡大に向け、全力で取り組
んでいきたいと思います。
　（ＮＯＳＡＩ福島　県北支所　
福島出張所）

　収入保険制度が開始された年か
ら収入保険担当として業務に携わ
っています。農業共済制度とは全
く別のこの制度が、知名度を上
げ、社会に徐々に受け入れられて
いく様子を見てきました。
　発足当初は加入を希望する方も
多くはなく「保険料が高い」「実
際減収した際に本当にこんなに支
払いになるのか」といった声も多
数いただきました。また、質問に
即答できないことも多く、職員研
修会を行うなど勉強しながらの推
進でした。
　職員の地道な努力はもちろんで
すが、モモせん孔細菌病やナシ黒
星病などのまん延、凍霜害や降ひ
ょう、新型コロナウイルス感染症
拡大による収入減少など、毎年の

富樫 美幸
職員日誌から

自
然
災
害
と
コ
ロ
ナ
で
増
す
重
要
性

選ばれる理由は収入保険
Ｑ＆Ａ

た
病
虫
害
を
食
い
止
め
る
よ
う

な
使
い
方
や
、
広
大
な
農
地
の

防
除
で
は
そ
の
優
位
性
が
大
き

い
」
と
話
す
。

　
防
除
組
合
に
所
属
す
る
と
個

人
で
作
物
ご
と
に
高
額
な
防
除

機
を
導
入
す
る
必
要
が
な
く
な

る
。
他
に
も
長
年
の
防
除
実
績

か
ら
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
提
供

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
防
除
組

合
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　
同
町
で
水
稲
24
㌶
、
畑
作
物

な
ど
８
㌶
を
作
付
け
る
前
代
表

の
古
橋
優
一
さ
ん（
59
）は
「
共

済
組
合
の
防
除
機
貸
し
付
け

は
、
リ
ー
ス
形
式
で
毎
年
貸
付

料
を
支
払
い
な
が
ら
防
除
を
行

う
こ
と
に
な
る
が
、
貸
付
料
の

払
い
込
み
が
満
了
す
れ
ば
所
有

権
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ

ー
カ
ー
か
ら
直
接
購
入
す
る
の

に
比
べ
て
、
金
利
の
面
な
ど
負

担
が
少
な
い
の
で
大
変
助
か
っ

て
い
る
」
と
話
す
。

無
人
ヘ
リ
導
入

北
海
道
の
防
除
組
合

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
　

貸
付
制
度
を
活
用

　
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
迷
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

ど
れ
く
ら
い
の
農
業
者
が
加
入
し
て
い
ま
す
か
。
保

険
金
等
の
支
払
い
実
績
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
22
年
の
収
入
保
険
加
入
経
営
体
数
は
、
９
月
末
時

点
で
７
万
８
４
２
０
経
営
体
と
な
っ
て
い
ま
す
（
個

人
７
万
５
１
９
経
営
体
、
法
人
７
９
０
１
経
営
体
）
。
こ
れ

は
、
加
入
要
件
で
あ
る
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
経
営

体
の
22
・
２
％
に
当
た
り
ま
す
。

　
保
険
金
等
の
支
払
状
況
は
、
19
年
の
収
入
保
険
は
６
８
７

９
経
営
体
（
加
入
者
の
30
・
２
％
）
に
１
６
８
億
５
５
０
０

万
円
、
20
年
は
１
万
３
６
１
６
経
営
体
（
37
・
７
％
）
に
３

５
０
億
２
９
０
０
万
円
、
21
年
は
２
万
９
９
４
９
経
営
体

（
50
・
７
％
）に
６
８
７
億
３
０
０
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

Ａ 21
年
の
保
険
金
等
支
払
い

２
万
9949
経
営
体
に
687
億
円

Ｑ

　
収
入
保
険
は
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
の
ほ
か
農
業

者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
応
し
て

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
仕
組
み
だ
。
個
人
経
営
体
や
事
業
年
度
が

１
月
開
始
の
法
人
経
営
体
は
、
２
０
２
３
年
の
収
入
保
険
の
加
入
申

請
期
限
が
12
月
末
に
迫
っ
て
い
る
。
加
入
を
検
討
す
る
農
業
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
制
度
に
関
す
る
質
問
と
回
答
を
紹
介
す
る
。


